
原

横浜医学, 57, 471 475 (2006)

難治性潰場性大腸炎に対する顆粒球吸着療法再施行例の検討
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要 旨 :潰易性大腸炎に対する類粒球吸着療法 (C rallu10cytaphcrcsis :以下 G Cアロ と略) の有効性は

広 く認められてきたが, 再施行した場合に初田治療時と同程度の有効性が得られるかどうかは確認さ

れていない 藤沢湘高台病院にて2001年 9 月から2005年 4 月までに42例に対しG CA P を施行し, う

ち28例において緩解導入が得られた (緩解導入率66 7% ) その後, 緩解導入した症例のうち8 例が

再燃したため, 再度 G CハP を施行し, 6 例において縁解が得られたので, これらの治療成績を報告

する
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